


l・中村橋駅南口地区地区計画
．計画書 都市計画決定 平成17年1月11日

名 称 中村橋駅南口地区地区計画

位 置※ 練馬区中村北三丁目、 中村北四丁目および貫井一丁目各地内

面 積※ 約2.6 ha 

本地区は、西武池袋線中村橋駅を含めその南側に位置しており、身近で、にぎわいのある商店
街を中心に中高層住宅の立地が進んでいる地区である。このため、旧駅舎跡地を利用した駅前

地区計画の目標 広場の整備を中心に、防災性の向上と歩行者の安全に配慮した安心して歩ける緑豊かなまちづ
くりを目指して歩行者空間を確保し、土地の適正かつ合理的な高度利用と有効利用を誘導し、調

和のとれた健全な都市環境の形成および保全を図る。

現況の市街地の土地利用状況等により地区内を4つの地区に区分し、それぞれの地区にふさ

区
わしい土地利用を保全、誘導する。

域
1「駅前商業地区」は、地域のにぎわいの拠点となるよう商業・業務系の土地利用を進める。

の 2 「高層住宅複合地区」は、南口駅前広場に近接しており、通行量の増大が見込まれることから商業

整 土地利用の方針 施設と中高層住宅が調和した土地利用を誘導する。

備 3「街並み保全地区」は、千川通りに面した建築物の高層化を図りつつ後背の住環境にも配慮した土
． 地利用を誘導する。

4 「鉄道地区」は、西武池袋線中村橋駅施設のほか、線路高架下に周辺環境と調和した商業・
業務系土地利用を誘導する。

お
よ 中村橋旧駅舎跡地については、地域の防災拠点ともなる歩行者の利用を中心とした「駅前広
び 地区施設の整備 場」を整備する。また、駅前広場から東西それぞれの方向への安全な歩行者空間を確保するため

の方針 「歩行者用通路」および「小広場」を整備する。さらに、地区内の居住者や駅周辺利用者等の安
全 全性と利便性を確保するため「区画道路」を整備する。

関 「駅前商業地区Jでは、にぎわいのある親しみやすい商業地とするため、建築物の用途、敷地面

す 積の最低限度、屋外広告物の規制および垣またはさくの構造の制限を行う。
る

建築物等の整備 「高層住宅複合地区Jでは、良好な中高層住宅地環境を保全するため、建築物の用途、敷地

の方針 面積の最低限度、屋外広告物の規制および垣またはさくの構造の制限を行う。
針 「街並み保全地区Jでは、商業施設と住宅地環境の調和を図るため、建築物の用途、敷地面

積の最低限度、壁画の位置の制限、屋外広告物の規制および垣またはさくの構造の制限を行う。
「鉄道地区Jでは、周辺商業地・住宅地と調和した高架下の土地利用を誘導するため建築物

の用途、屋外広告物の規制を行う。



位 置 練馬区中村北三丁目、中村北四丁目および貫井一丁目各地内

地 面 積 約2.6ha
区

種 類 名整 地 称 面積・幅員 延 長 備 考
備 区 区画道路1号 7m 約15m 拡 幅
計 施 区画道路2号 4m 約47m 拡 幅
画 E量 区画道路3号 5m 約47m 拡 幅の 道 路

配 区画道路4号 4m 約49m 拡 幅
置 区商道路5号 4m 約49m 拡 幅
お 区画道路6号 4m 約55m 拡 幅
びよ 広 場 駅前広場 約1,120rri

＼＼＼＼ 

新 設
規 小広場 約140rri 新 設
模 その他の 歩行者用通路1号 2～3m 約48m 新 設

公共施設 歩行者用通路2号 2.5m 約32m 新 設
地区の｜名称 駅前商業地区 高層住宅複合地区 街並み保全地区 鉄道地区
区分 ｜面積 0.7ha 0.7ha 0.5ha 0.7ha 

建 次に掲げる建築物は建築 次に掲げる建築物は建築してはならない。
築 しではならない。 1倉庫業を営む倉庫
物 1 倉庫業を営む倉庫 2建築基準法別表第2（と） 項第3号に掲げる事業を営む工場
等 2 建築基準法別表第2（と） 3 「風営法J第2条第1項 、第6J1頁および第9項 に該当する営業の用に供する

建築物等の 項第3号に掲げる事業を 連築物
関 用途の制限

営む工場
す 3「風俗営業等の規制及び
る ※ 業務の適正化等に関する

事
法律J （以下「風営法Jと
いう。）第2条第lJ頁第5号

項 から第8号（ ただしマ ージ‘ャ
ン屋 を除く） 、同条第6項
および同条第9J頁に該当
する営業の用に供する建

築物
建築物の敷地 1 00 rri 面積の最低限度

建築物の高さが10m
を超える場合は 、建築

壁画の位置の 物の外壁またはこれ に
制限 代わる柱の面から北側

の敷地境界線（道路・
鉄道を除く）までの距
離は、lm以上とする。

1屋外広告物は、周囲の景 1屋外広告物は 、 周囲の景観に調和した色調、形状 、 1 屋外広告物は 、 周囲

建築物等の
観に調和した色調、形状 、

意匠、規模とする。 の棄観に調和した色
意匠 、 規模とする。 2次に掲げる屋外広告物は 設置し ではならなし、。た 調 、 形状 、 意匠、規模

形態または だし、区長が公益上必要であると認め たものにつ とする。
意匠の制限 いてはこのR艮りではなし、。

( 1）きらび やかなネオンや過度に明る い照明等
(2）自己の用に供する屋外広告類以外のもの

垣またはさ 道路に面して設ける短またはさくの構造は 、 生垣またはフェンスとする。ただし、 高
くの構造の さ80cm以下の部分およひ
制限 のためやむ を得ない ものについてはこの限りでなし、。

「地区計画の区域、地区整備計画の区域、地区の区分、地区施設については計画図表示のとおり。」

．建築物の敷地面積の最低限度の補足

※は知事同意事項
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［・こんな時に届出が必要となります ｜
この地区計画の区域内で下の表に示すような行為を行う場合には、事前に「届出Jを行う必要があります。「届出」は、工事

着手の30日前かつ建築確認申請の時までに行ってください。なお、下の衰のような行為を行おうとする場合は、あらかじめ区に
こ祖談くださし、。

届出を必要とする行為 添付書類

(1）土地の区画形質の変更 区域図（1/1000以上）
切土・盛土、道路 ・ 宅地の造成、敷地の分割など（開発許可が必要

設計図（1/100以上）
な場合を除く）

(2）建築物の建築・工作物の建股 案内図（1/1500程度）

建築物の建築・増改築、広告塔などの工作物の建設、門 ・ 塀および 求積図（1/100以上）

擁壁の築造など 配置図（1/100以上）
各階平面図（1/100以上）

(3）建築物等の用途の変更 立面図（1/100以上） 2面以上

建築物の使い途（用途）を変える 垣 ・ さく配置図（1/100以上）
垣・さく断面図（1/20程度）

(4）建築物等の形態・意匠の変更 案内図（1/1500程度）

建築物の色彩の変更、看板の設置および取替など 配置図（1/100以上）
立面図（1/100以上） 2面以上

｜・届出から工事着手までは …
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地区計画に適合していない

↓ 設計変更および
変更の届出

届出の審査および指導等

� 地区計画に適合している
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建築確砲が不要な行為
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地区計画調整済通知
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E二 ーあなたが行泣です。

工 事 着 手
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